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第３９９回 

株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２３年６月２６日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ７人  出席委員 ６人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

德山隆太郎 委員    中島 達雄 委員 

本宮 宏美 委員    迫   一成 委員 

  会社側出席者 

代表取締役社長              正力 源一郎 

取締役コンテンツ本部長兼報道制作局長   寺内 邦彦 

コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  小林  健 

報道制作部長制作担当           道場 拓哉 

報道制作部長報道担当           中川 幹子 

事務局                   鈴木英門 
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４ 議 題 
 

１） 番組合評 

２） 「ドキュメント新潟 “震える手～少年の転落 被害女性の孤独～”」 

   (２０２３年５月２８日（日）１６：３０-１７：２５） 

 

３） 会社報告 

① ５月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

② 講じた措置、議事概要の公表  （報告：番組審議会事務局） 

③ 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

 

４）その他 

 

５ 審議の概要 

会社側からは「ドキュメント新潟“震える手～少年の転落 被害女性の孤

独～”は、不定期放送のドキュメンタリー番組“ドキュメント新潟”8作

目となる。特殊詐欺のニュースは毎日のように報道しているが、事件の

当事者のリアルな姿というのはなかなか知られていないのではないのか

という思いから、加害少年と被害女性それぞれの取材を通して、特殊詐

欺事件のその後というものをお伝えすべく番組を制作した。」という趣旨

の説明があった。 
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（委員の意見） 

●特殊詐欺事件は何か今まで自分ごとにできていなかったが、そのイメ

ージがとても変わった。いい番組だと思った。 

●加害少年が発達障害だったというナレーションの部分が、少し説明不

足に感じられた。 

●被害者が自殺にまで追い込まれていたというような、ニュースではな

かなか伝えられていないことを知ることができた有意義な番組だった。 

●番組タイトルから別の内容をイメージしてしまい、見ることをためら

ってしまう人もいるかもしれないと感じた。 

●被害者、加害者はもちろん、千葉県成田市の住職への取材など、イン

タビューの言葉にすごく力があった。 

●加害少年たちがどのような環境で育ってきたのか、加害者の家族や保

護者の背景をもう少し知りたいと思った。 

●社会的関心が高い問題を、被害者と加害者という双方のリアルな視点

で捉え、非常に有意義で適切な内容の番組だったと思った。 

●被害者と加害者の両面から丁寧に取材がなされていた半面、誰に届け

るかというターゲットが難しくなってしまった印象を受けた。 

●少年院での加害者への取材や被害者に対してのインタビューなど、取

材する力に非常に高いものがあると感じた。 

●事件の根底にある巨悪の部分をどうあぶり出すのか。特殊詐欺が横行

する近年の社会において、報道の意義は本当に十分にあると思う。 
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６ 会社側の報告 

 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

５月……２３３件 

 

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２３年５月２９日) から、  

昨日(２０２３年６月２５日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

 

１） 前回第３９８回審議会では、「夕方ワイド新潟一番“モロサー

チ”」を審議いただき、委員の意見は議事概要にて記者、制作

スタッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員、スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第３９９回放送番組審議会の公表 

 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備します。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 
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９ 参考事項（委員への配布資料） 

 

・第３９８回番組審議会議事録 

・５月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・民間放送新聞（２２１６号） 

以上 


